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1. はじめに 

ファミコンの音源を取り入れたファミコン音楽は

チップチューンという音楽ジャンルに含まれており、

ファミコン音楽のピコピコ感が好きな現代の若者の

心も掴んでいる。しかし、自分の好きな楽曲のファ

ミコン音楽アレンジが無い場合は自分で作らなけれ

ばならず、困難である。ファミコン音楽へ変換を行

う既存技術は音の数を減らさず音色のみをファミコ

ン音源に変換したり、リズムやテンポ、音の長さな

どがぐちゃぐちゃでファミコン音楽らしくない問題

点がある。 

そこで、本研究では、ファミコン音楽らしい楽曲

の定義である 4つの音に絞り、既存楽曲をファミコ

ン音楽らしい楽曲に変換することができる新しいア

ルゴリズムを提案し、既存技術の問題点を解決する

ことを目的とする。 

2. 提案アルゴリズム 

本研究で提案するアルゴリズムは、MIDI楽曲の 1

つ 1つのトラックの和音を根音だけを抜き取り、音

色を矩形波にするアルゴリズムを提案する。この処

理を行う理由は、根音は和音が構成する音の中で基

準の音であり、これを削ってしまうと、楽曲の音程

のバランスが崩れるのではと考えたためである。和

音の中の根音だけを残し、単音とすることで楽曲の

バランスを崩さず変換出来るのではないかと考える。 

ファミコン音楽で和音を表現する手法として、分

散和音がある。全ての和音を分散和音にしたほうが

いいのではという考えもあったため、後述するアン

ケート調査で、手動で分散和音処理を施した楽曲と

提案アルゴリズムで処理した楽曲と既存技術で処理

した楽曲を聴き比べてもらい、本研究の提案アルゴ

リズムに加え、分散和音についても検討し、考察を

する。 

3. 実験結果と考察 

実験の結果、変換に失敗した楽曲もあったが、成

功した楽曲は和音の部分が単音になり、ファミコン

音楽らしく変換することができた。提案アルゴリズ

ムと分散和音、既存技術の楽曲に対する評価を行う

ためにアンケート調査を行った。調査の結果として、

既存技術 RME(Retro Music Editor)のほうがファミ

コン音楽らしいことがわかった。

 

図 1 MIDI楽曲 Bのファミコン音楽らしさの平均

と標準偏差 

この理由は、提案アルゴリズム音色は GMで定義され

ている矩形波であり、既存技術の音色と比べるとフ

ァミコンらしさが足りないことがわかった。 

 

図 2 MIDI楽曲 Bにおける原曲と分かるかの平均

と標準偏差 

一方、原曲と分かるかどうかに関しては既存技術

ピコピコンブに比べ、提案アルゴリズムの評価が高

い。テンポやリズムを崩さないことで、原曲からの

変換だと分かるように変換出来ていることがわかっ

た。また、分散和音は処理を行う楽曲の曲調やテン

ポによって必要性が異なり、必ずしも和音を分散和

音する必要がないことが分かった。 

4. おわりに 

本研究では、既存楽曲からファミコン音楽への変

換を目的にアルゴリズムを提案し、検討した。既存

技術の問題点の 1つの正確な変換については解決出

来たが、MIDIで定義されている矩形波ではファミコ

ン音楽を表現することは難しく、改善が必要である

ことが分かった。 

提案アルゴリズム  分散和音処理       RME     ピコピコンブ 

提案アルゴリズム  分散和音処理       RME     ピコピコンブ 


